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地方整備局における多様な 
発注の取り組み事例 

──舗装における性能規定発注方式── 

国土交通省関東地方整備局道路部道路工事課長 

�野　昭雄 
たか の あき お 

１． はじめに

国土交通省は，平成１０年２月「公共工事の品質

確保等のための行動指針」において，公共工事の

品質を確保しコスト縮減を図るためには，技術基

準類を構造物等に必要な強度，耐久性等の性能を

定めた規定（性能規定）に移行することにより，

優れた新技術を採用しやすい環境を整備する必要

があることを示している。

各種技術基準において性能規定による契約方法

の一環として，道路舗装においても性能規定契約

についての検討が進められた。関東地方整備局に

おいては従来の舗装工事の場合，標準的な仕様を

発注者が定め，受注者はこれに従い施工を行って

きた。この方式（仕様規定）は，広く標準的な性

能を確保する上では有効であろうが，一方，新技

術の開発や普及の促進につながりにくいという一

面も否めない。

このため，発注者は引き渡しを受ける性能のみ

を契約図書に規定し，材料，施工方法等の仕様に

ついては受注者の提案を受ける発注方式（性能規

定発注方式）を平成１０年度より試行している。

これらの試行工事では，排水性舗装の特徴の一

つである道路交通騒音の低減効果として排水性舗

装完成時の舗装路面騒音測定車による騒音値，排

水性，平坦性，耐塑性変形を規定し，材料の選

定，アスファルト混合物の規格，施工方法等につ

いては受注者が提案を行い，発注者が提案を適正

と認めた上で施工することとしている。また，性

能評価は公的な機関（（財）道路保全技術センター）

が行い，施工直後および１年後に規定した性能が

満足されない場合は受注者が修補を行うこととし

ている。

本稿では，平成１０年度から１２年度までに実施し

た１０件の性能規定工事について主な内容および結

果を報告するものである。

２． 工事概要

平成１１年度の試行工事の中から千葉国道管内一

般国道１４号の工事について概要を下記に示す。

� 工事名

幕張舗装修繕その１工事

� 工 期

平成１２年３月８日～平成１２年１０月１８日

� 請負金額

２３６，２５０，０００円

� 工事延長

延長２，６０４m

特集 性能規定発注の試み
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図―１　工事区間平面図�

図―２　性能規定区間の舗装構造�

図―３　仕様規定区間の舗装構造�
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車線数

３車線（図―１参照）

� 施工会社名

日本鋪道（株）関東第二支店

� 舗装構成

性能規定区間（図―２参照），

仕様規定区間（図―３参照）

骨材の最大粒径（図―２，３），空隙率はす

べて２０％

� 横断図

図―２，３参照。

	 仕様規定区間の舗装構成

図―３参照。


 骨材最大粒径等

排水性混合物８～５mm 通常の高粘度バインダー

排水性混合物１３～８mm 通常の高粘度バインダー

排水性混合物１３～５mm 通常の高粘度バインダー

� 目標空隙率

排水性混合物８～５mm 空隙率２０％

排水性混合物１３～８mm 空隙率２０％

排水性混合物１３～５mm 空隙率２０％

� 平面図

図―１参照。


 交通量

交通量４９，０００台／日

大型車混入率１６．０％ D交通

� 事務手続きフロー

図―４参照。
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３． 性能規定項目と考え方

性能規定発注工事における性能規定値の一つで

ある騒音値については，環境騒音がこれまでに施

工した排水性舗装の環境騒音が実測平均値で通常

の舗装に比べ３dB程度低減することを目標とし

た。

測定は特殊タイヤ音を測定する「騒音測定車」

による方法とする。この方法による測定値では，

これまでに施工した通常の舗装の実測平均値約９８

dB（LAeq）に対し，排水性舗装の実測平均値か

ら施工直後は９dB減の８９dB（LAeq），１年後は

８dB減の９０dB（LAeq）としている。

� 関東地方整備局の実施性能規定

性能規定に関しては公募の掲示文，技術資料作

成要領および特記仕様書に明示し，性能規定工事

乳剤散布装置付きアスファルトフィニッシャー
２台によるホットジョイント施工（夜間）

完成 舗装の表面
第一走行車線 １３～８mm

舗装の表面
追越車線 ８～５mm
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であることの周知を図った（表―１参照）。

� 騒音低減性能の規定について

騒音値規定の基本方針

� 騒音値は，舗装路面騒音測定車による特殊タ

イヤ音［等価騒音レベル（LAeq）］ を採用す

る。

� 規格値設定の基本データには，完成から供用

後６年目までの一般国道および都道における測

定結果を用いる。

� 規格値は，実績の平均的な水準を設定する

（表―２参照）。

４． 性能規定方式による舗装工事の
完成時測定値

関東地方整備局では性能の評価に当たって，客

観性を確保する観点から第三者の公的機関である

（財）道路保全技術センターに委嘱しており，平成

１１年６月２９日付で（財）道路技術保全センターを

「性能規定発注方式に関わる性能評価審議機関」

に指定した。

（財）道路技術保全センターは，学識経験者およ

び有識者で構成する「性能評価委員会」（委員長

阿部頼政日本大学教授）を設置し，舗装路面騒音

測定車で測定したデータ等を性能規定に照らし，

性能評価委員会の審議に諮り，最終的な評価をし

ている。

平成１０年度からの試行工事１０件の内，完成して

いる６件の舗装路面騒音測定車で測定した値等は

表―３のとおりであり，性能評価委員会において

表―１ 性能規定項目と規定値

項 目 完 成 時 １ 年 後

表 層 耐塑性変形 動的安定度４，０００回／mm以上 ―

排 水 性 現場透水試験１，０００ml ／１５sec 以上 ―

平 坦 性 各車線ごとにσ２．４mm以内 ―

騒 音 値 騒音測定車（特殊タイヤ音）で各車線ごと
に測定（走行速度５０km/h）し，全車線の
平均値が８９dB（LAeq）以下

左記測定により全車線平均値が９０dB
（LAeq）以下

表―２ 騒音値の規格値

項目
規格値

測定基準 測定方法
完成時 １年後

表層 騒音値 ８９dB（LAeq）以下 ９０dB（LAeq）以下 全車線の平均値 舗装路面騒音測定車

�騒音値は全車線の平均値で規定する。
�平均値は，小数点第１位を四捨五入した整数値とする。

図―５ 特殊タイヤ音の経月変化

性能規定発注の試み 特集
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も了承されたところである。

５． まとめ

舗装工事における性能規定による発注方式は，

従来の仕様規定による発注方式よりも，受注者の

技術力等を発揮しやすくなることによる新技術の

開発，新工法の提案，品質向上等が期待されてお

り，今回の試行の結果，現段階においてはこの期

待に十分応えられる技術提案と施工がなされてい

る。しかしながら，「性能規定方式」の概念がま

だ定まっておらず，今後の試行事例を積み重ね，

より自由な設計，さらなる新技術が生かせる方法

を模索していくことが必要であろう。

また，今回のように道路交通騒音対策の一つの

技術として，排水性舗装を行うに際しては，舗装

路面騒音測定車による測定値と環境騒音値との関

係を明確にすることが，今後の新たな契約方式の

試行等を円滑に実施する重要な課題であると思わ

れる。

表―３ 試行工事における性能値の測定結果

規格値

工事件名

騒音値（LAeq） 耐塑性変形 浸透水量係数 平坦性

完成時 ８９dB以下

１年後 ９０dB以下

動的安定度

４，０００回／mm以上

１，０００ml ／１５sec 以上 ２．４mm以下

大森本町１丁目

舗 装 修 繕 工 事

完成時 ８８dB

１年後 ９０dB

６，３００回／mm １，２１２ml ／１５sec max １．２６mm

八潮４丁目舗装修繕工事 完成時 ８７dB

１年後 ８９dB

７，０００回／mm １，１８３ml ／１５sec max １．５８mm

幕張舗装修繕その１工事 完成時 ８９dB ７，２７０回／mm（１３）

６，１００回／mm（８）

１，４１４ml ／１５sec（１３）

１，３７０ml ／１５sec（８）

max ０．９６mm

上尾舗装修繕工事 完成時 ８９dB ６，３４２回／mm １，３６４ml ／１５sec max １．１９mm

大森地区舗装工事 完成時 ８８dB ４，７６５回／mm １，０５１ml ／１５sec max ０．７３mm

下石橋舗装修繕工事 完成時 ８８dB ５，７３０回／mm １，３２６ml ／１５sec max １．６５mm

特集 性能規定発注の試み
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